
あなたの野菜バズレシピコンテスト開催
（千葉県本部）

全国Ａコープ協同機構が
恵方巻シーズンの食品ロスで対策
（くらし支援事業部）

消費者向け仙台牛・仙台黒毛和牛
レシピブック制作（宮城県本部）

令和２年度 各事業の主な取り組み④
畜産販売事業／畜産生産事業／酪農事業

ＪＡズームイン（兵庫：ＪＡたじま）

ＪＡズームイン（福岡：ＪＡ筑紫）

コロナ禍の東北花き生産者支援 の
「東北六花」クラウドファンディング実施中
（東北営農資材事業所・東北６県本部）

農泊＆バカンス法オンラインシンポ
開催へ（くらし支援事業部）

ＪＡタウンショップ紹介
　グッドぐんまのびっくり市場

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/
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東北ブロック労働力支援協議会設立2
面

（東北営農資材事業所）

3

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プイ
ン
タ
ビ
ュ
ー

株
式
会
社
Ｃｕ
ｂｏ
Ｒｅｘ 

寺
嶋
瑞
仁
代
表（
広
報
・
調
査
部
）

6面

オンラインで開かれた東北ブロック労働力支援協議会設立総会。総会後に意見交換会も
行った（2面）

手押し車を電動化する「E-Cat kit（イーキャットキット）」（6面）

コロナ禍の東北花き生産者支援の「東北六花」クラウド
ファンディングで、花を飾る習慣を提案する「東北六花
BOX」と花瓶、花ばさみのセット（8面）

5

4



News!

News!

東北ブロック労働力支援協議会を設立

あなたの野菜バズレシピコンテストを開催

オンラインで設立総会開催

細部までこだわった力作や簡単レシピなど1426件が集合

東北営農資材事業所

千葉県本部

　
全
農
は
2
月
4
日
、農
業
現
場
の
労
働
力
不
足
を
広
域
連
携
で
解
決

す
る
た
め
、「
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
労
働
力
支
援
協
議
会
」を
設
立
し
ま
し
た
。

　
千
葉
県
本
部
と
J
A
グ
ル
ー
プ
千
葉
が「
〜
お
う
ち
で
食
べ
よ
う
〜

ち
ば
は
野
菜
の
王
国
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
昨
年
11
月
20
日
か
ら
1
月
31

日
に
か
け
て
開
催
し
た
消
費
者
参
加
型
レ
シ
ピ
投
稿
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
あ
な
た
の
野
菜
バ
ズ
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」の
募
集
が
終
了
し
、コ
ン

テ
ス
ト
上
位
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
は
九
州
、
中
国
四

国
に
続
く
3
例
目
の
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会
と
な
り
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
い
た
設
立

総
会
に
は
、協
議
会
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
Ｊ
Ａ
県
中
央
会
、
農
林

中
金
仙
台
支
店
、
パ
ー
ト
ナ
ー

企
業
、
全
農
の
他
、
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
農
林
水
産
省
、
内

　
千
葉
市
出
身
の
人
気
料
理
研

究
家
・
リ
ュ
ウ
ジ
氏
を
起
用

し
、
県
産
野
菜
を
使
っ
た〝
バ

ズ
レ
シ
ピ
〟の
紹
介
や
消
費
者

の
方
か
ら
レ
シ
ピ
を
募
集
し
た

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
1
4
2
6

件（
※
）の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
期
間
中
は
リ
ュ
ウ
ジ
氏
の

I
n
s
t
a
g
r
a
m
ア
カ
ウ

閣
府
、Ｊ
Ａ
全
中
、県
行
政
、農

協
観
光
、
日
本
農
泊
連
合
、́Ａ

ワ
ー
ク
創
造
館
な
ど
協
力
機
関

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
主
な
活
動
内
容
と
し
て
、
ブ

ロ
ッ
ク
内
各
地
域
の
課
題
の

共
有
と
解
決
に
向
け
た
先
進

県
・
協
力
機
関
に
よ
る
相
談
・

サ
ポ
ー
ト
、
県
域
単
独
で
は
困

難
な
年
間
作
業
量

の
平
準
化
や
労
働

力
の
融
通
に
よ
る

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業

と
連
携
し
た
農
作

業
受
委
託
の
事
業

化
な
ど
、
労
働
力

支
援
の
取
り
組
み

を
推
し
進
め
ま
す
。

　

全
農
は
ブ
ロ
ッ

ク
協
議
会
と
い
う

大
き
な
枠
組
み
を

つ
く
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
農
業
の

振
興
を
核
と
し
た

地
方
創
生
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

ン
ト（
ス
ト
ー
リ
ー
）で
バ
ズ
レ

シ
ピ
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
応
募
の
中
に
は
、
細
部
ま
で

こ
だ
わ
り
抜
い
た
力
作
や
、
忙

し
い
人
に
う
れ
し
い
簡
単
レ
シ

ピ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
シ
ピ

を
投
稿
い
た
だ
き
、
秋
冬
野
菜

の
消
費
拡
大
に
向
け
て
大
き
な

盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

審
査
に
よ
っ
て

選
ば
れ
た
コ
ン

テ
ス
ト
上
位
者

に
は
、
千
葉
の

特
産
品
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
ま

す
。

設
立
総
会
後
の
意
見
交
換
会
。画
面
中
央
は
協
議
会
会

長
を
務
め
る
福
島
県
本
部
の
田
場
川
誠
部
長

※
応
募
条
件
を
満

た
し
た
有
効
応

募
数
。

ちば野菜レシピ
コンテスト

「特設サイト」はこちら

上位入賞したさつまいもスムージー（左）とだいこんもち
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News!

News!

全国Ａコープ協同機構が恵方巻シーズンの食品ロスで対策

消費者向け仙台牛・仙台黒毛和牛レシピブックを制作

4Aコープ会社が参画

おうち時間を「仙台牛」で豊かに楽しく

くらし支援事業部

宮城県本部

　
全
農
が
事
務
局
を
務
め
る「
全
国
Ａ
コ
ー
プ
協
同
機
構
」は
、恵
方

巻
シ
ー
ズ
ン
に
お
け
る
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
取
り
組
み
ま
し
た
。農
林

水
産
省
は
需
要
に
見
合
っ
た
販
売
の
推
進
と
Ｐ
Ｒ
資
材
の
提
供
を
実
施

し
て
お
り
、同
機
構
に
加
盟
す
る
Ａ
コ
ー
プ
東
北
、エ
ー
コ
ー
プ
関
東
、

エ
ー
コ
ー
プ
近
畿
、Ａ
コ
ー
プ
九
州
の
四
つ
の
Ａ
コ
ー
プ
会
社
が
参
画

し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
、内
食
需
要
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、宮
城
県
本
部
は
仙
台
牛
銘
柄
推
進
協
議
会

と
共
同
で
、消
費
者
向
け
に「
仙
台
牛
・
仙
台
黒
毛
和
牛
の
レ
シ
ピ
ブ
ッ

ク
」を
制
作
し
ま
し
た
。

　
Ａ
コ
ー
プ
各
社
で
は
、
ポ
イ

ン
ト
特
典
な
ど
の
予
約
販
売
の

推
進
強
化
や
、
ハ
ー
フ
サ
イ
ズ

を
充
実
す
る
な
ど
商
品
構
成
の

見
直
し
、
販
売
状
況
を
踏
ま
え

た
柔
軟
な
値
引
き
販
売
の
実
施

な
ど
、
従
来
か
ら
の
取
り
組
み

を
よ
り
精
度
を
上
げ
て
実
施
し

ま
し
た
。
Ａ
コ
ー
プ
九
州
で
は

「
節
分
ス
イ
ー
ツ
」と
し
て
ロ
ー

ル
ケ
ー
キ
や
生
菓
子
な
ど
、
従

来
と
は
異
な
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

商
品
を
展
開
し「
多
様
な
節
分
」

の
過
ご
し
方
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
同
機
構
は
食
品
ロ
ス
削
減
へ

の
取
り
組
み
を
進
め

る
と
と
も
に
、
昨
年

12
月
に
発
表
し
た

「
全
国
Ａ
コ
ー
プ
協
同

機
構
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
対
応

方
針
」に
基
づ
き
、こ

れ
ま
で
以
上
に
環
境

対
策
・
社
会
貢
献
に

　
仙
台
牛
・
仙
台
黒
毛
和
牛
を

使
用
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
理

法
を
掲
載
し
て
い
る
他
、
仙
台

牛
の
説
明
や
牛
肉
に
つ
い
て
の

基
礎
知
識
、
生
産
者
に
つ
い
て

も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
、
農
家
組
合
員
や
消

費
者
、取
引
先
か
ら
信
頼
さ
れ
る

店
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
14
ペ
ー
ジ
の

レ
シ
ピ
ブ
ッ
ク
は
、３
万
部
制

作
。首
都
圏
や
宮
城
県
内
の
ス
ー

パ
ー
・
小
売
店
を
中
心
に
、
仙

台
牛
・
仙
台
黒
毛
和
牛
の
指
定

店
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

宮
城
県
本
部

畜
産
部
は「
首
都

圏
で
緊
急
事
態

宣
言
が
出
た
こ

と
で
、外
食
関
係

の
需
要
減
少
は

避
け
ら
れ
な
い
。

こ
ん
な
時
だ
か

ら
こ
そ
、食
を
通

し
て
全
国
の
皆

さ
ん
に
少
し
で

も
元
気
を
与
え

ら
れ
る
よ
う
、こ

の
レ
シ
ピ
ブ
ッ

ク
を
通
し
て
全

国
の
牛
肉
消
費

拡
大
に
役
立
て

ら
れ
れ
ば
」と
期

待
し
て
い
ま
す
。

見
て
い
る
だ
け
で
お
な
か
が
空
い
て
く
る「
仙
台
牛
・
仙
台
黒

毛
和
牛
の
レ
シ
ピ
ブ
ッ
ク
」

農
水
省
提
供
の
Ｐ
Ｒ
資
材
を
貼
付
し
た
売
り
場

ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
恵
方
巻
き（
Ａ
コ
ー
プ
九
州
で
）
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第4回　畜産販売事業／畜産生産事業／酪農事業

令和2年度 各事業の主な取り組み令和2年度 各事業の主な取り組み
令和２年度に全農が各事業で展開した主な取り組みを紹介します（全5回）。令和２年度に全農が各事業で展開した主な取り組みを紹介します（全5回）。

需要が落ち込んだ原皮で手帳カバー作成
畜産総合対策部

　新型コロナウイルス感染拡大の影
響などにより、世界的に皮革製品の
消費が落ち込み、国内でも家畜を食
肉に加工（と畜）する過程で発生する
原皮を専門業者が引き取れない事態
が発生し、家畜流通に深刻な影響が
出ています。

手帳カバーの帯封にＱＲコードを記載
して皮革製品ができるまでを紹介

畜産農家の予防衛生支える家畜クリニック事業
畜産生産部

　令和2年度も豚熱や鳥インフルエンザなどの重要家畜
疾病が全国で問題となりました。畜産農家の予防衛生を
支えるため、全農家畜衛生研究所では40年以上前から
家畜クリニック事業を展開しており、現在は千葉県に集
中検査機関であるクリニックセンターを、農場対応部署と
して北海道、岩手、東京、岡山、福岡の全国５カ所に
クリニック分室を置き、総勢27人の獣医師（全農職員）
を配置しています。そして彼ら獣医師が年間延べ2000回
以上農家に足を運び、行政とも連携しながら家畜の衛生
検査とそれに基づく予防衛生指導を行っています。

げんぴ

コロナ禍で生乳・乳製品の需給調整に対応
酪農部

　コロナ禍による生乳需給の大幅な変動に対し、生乳
再委託販売と需給調整に一層力を注ぎました。春先は
休校により行き場を失った給食用牛乳向けの生乳が廃
棄にならないよう、農水省や乳業メーカーとも協調し生
乳需要喚起に努めつつ、最終的には粉乳やバター向
けでの完全処理を実施しました。一転、夏休みの縮小
で給食用牛乳の増加による需給逼迫が見込まれたた
め、北海道からの生乳移出を増やすなど安定供給に努
めました。
　また、JAタウン内に「酪市酪座」を開設し、一般流通
が難しい業務用バターを販売し、新規チャネルでの供給
や理解醸成に取り組みました。さらに11月には「第14回

全
農
職
員
の
獣
医
師
が
農
家
に
足
を
運
び
、
家

畜
の
衛
生
検
査
と
予
防
衛
生
指
導

　こうした事態を受けて、畜産農家支
援の取り組みの一つとして、国産肉用
牛の原皮を原料とした黒色の手帳カ
バーを作成しました。全農手帳を利
用する本会役職員を対象に、家畜流
通に重要な皮革製品ができるまでの
仕組みを紹介するとともに配布します。

昨年10月にJAタウンで「酪市酪座」を開店。ぜひ、
ご覧ください

全農学生『酪農の夢』コンクール」の表彰式及び交流会
を開催し、次世代育成にも取り組みました。
　今後も将来にわたる酪農経営の安定と乳業の健全な
発展に向け、一層機能強化に努めます。

JAタウン
「酪市酪座」は

こちら
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需要が落ち込んだ原皮で手帳カバー作成
畜産総合対策部

　新型コロナウイルス感染拡大の影
響などにより、世界的に皮革製品の
消費が落ち込み、国内でも家畜を食
肉に加工（と畜）する過程で発生する
原皮を専門業者が引き取れない事態
が発生し、家畜流通に深刻な影響が
出ています。

手帳カバーの帯封にＱＲコードを記載
して皮革製品ができるまでを紹介

畜産農家の予防衛生支える家畜クリニック事業
畜産生産部

　令和2年度も豚熱や鳥インフルエンザなどの重要家畜
疾病が全国で問題となりました。畜産農家の予防衛生を
支えるため、全農家畜衛生研究所では40年以上前から
家畜クリニック事業を展開しており、現在は千葉県に集
中検査機関であるクリニックセンターを、農場対応部署と
して北海道、岩手、東京、岡山、福岡の全国５カ所に
クリニック分室を置き、総勢27人の獣医師（全農職員）
を配置しています。そして彼ら獣医師が年間延べ2000回
以上農家に足を運び、行政とも連携しながら家畜の衛生
検査とそれに基づく予防衛生指導を行っています。

げんぴ

コロナ禍で生乳・乳製品の需給調整に対応
酪農部

　コロナ禍による生乳需給の大幅な変動に対し、生乳
再委託販売と需給調整に一層力を注ぎました。春先は
休校により行き場を失った給食用牛乳向けの生乳が廃
棄にならないよう、農水省や乳業メーカーとも協調し生
乳需要喚起に努めつつ、最終的には粉乳やバター向
けでの完全処理を実施しました。一転、夏休みの縮小
で給食用牛乳の増加による需給逼迫が見込まれたた
め、北海道からの生乳移出を増やすなど安定供給に努
めました。
　また、JAタウン内に「酪市酪座」を開設し、一般流通
が難しい業務用バターを販売し、新規チャネルでの供給
や理解醸成に取り組みました。さらに11月には「第14回

全
農
職
員
の
獣
医
師
が
農
家
に
足
を
運
び
、
家

畜
の
衛
生
検
査
と
予
防
衛
生
指
導

　こうした事態を受けて、畜産農家支
援の取り組みの一つとして、国産肉用
牛の原皮を原料とした黒色の手帳カ
バーを作成しました。全農手帳を利
用する本会役職員を対象に、家畜流
通に重要な皮革製品ができるまでの
仕組みを紹介するとともに配布します。

昨年10月にJAタウンで「酪市酪座」を開店。ぜひ、
ご覧ください

全農学生『酪農の夢』コンクール」の表彰式及び交流会
を開催し、次世代育成にも取り組みました。
　今後も将来にわたる酪農経営の安定と乳業の健全な
発展に向け、一層機能強化に努めます。

JAタウン
「酪市酪座」は

こちら

ン
で
行
い
ま
す
。

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
発
注
か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で

の
発
注
に
な
る
こ
と
で
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
が
進
み
、
受
発
注

業
務
の
効
率
化
が
望
め
ま
す
。

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
上
に
発
注
履

歴
が
蓄
積
す
る
こ
と
に
よ
り
、

業
務
の「
見
え
る
化
」に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
デ
ー
タ
の
活
用
に

よ
り
不
良
在
庫
や
過
剰
在
庫
を

抑
制
し
て
、
在
庫
ロ
ス
の
発
生

を
防
ぐ
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
見

込
ま
れ
ま
す
。

　
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

た
ば
か
り
で
、
現
場
で
い
ろ
い

ろ
な
課
題
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
ら
を
精
査
し
、
さ
ら
に
業

務
の
効
率
化
や
合
理
化
に
結
び

付
け
ま
す
。
今
後
は
、「
受
発
注

仕
組
み
を
作
り
、
業
務
の
効
率

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
動
き
の
中
で
、
令

和
３
年
1
月
か
ら
全
農
が
開
発

し
た「
受
発
注
セ
ン
タ
ー
シ
ス

テ
ム
」の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
受
発
注
機
能
を

導
入
し
ま
し
た
。購
買
事
務
の
効

率
化
に
よ
る
要
員
削
減
や
、
ミ

ス
防
止
が
狙
い
で
す
。

　

従
来
の
生
産
資
材
な
ど
の
受

発
注
の
流
れ
は
、
各
営
農
セ
ン

タ
ー
か
ら
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
発
注
を
受

け
て
、
本
店
担
当
課
が
商
品
ご

と
に
全
農
な
ど
へ
発
注
し
て
い

ま
し
た
。受
発
注
セ
ン
タ
ー
シ
ス

テ
ム
は
、
発
注
書
を
W
E
B
上

で
作
成
し
、セ
ン
タ
ー
、本
店
間

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
発
注
を
行

い
、全
農
へ
の
発
注
も
オ
ン
ラ
イ

か
ら
の
ネ
ッ
ト
に
よ
る
直
接
受

注
な
ど
、
よ
り
一
層
の
業
務
改

善
を
目
指
し
ま
す
。

組
合
員
か
ら
ネ
ッ
ト
で
の

直
接
受
注
も
視
野
に

フ
ァ
ク
ス
か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
へ

業
務
の「
見
え
る
化
」実
現

　
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
で
は
経
営
改
善

計
画
で
、
購
買
事
業
で
は
物
流

改
革
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今

年
度
か
ら
営
農
生
産
部
資
材
課

に
専
任
の「
物
流
改
革
推
進
チ
ー

ム
」を
配
置
し
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
管

内
に
あ
る
12
の
営
農
生
活
セ
ン

タ
ー
を
３
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て

ブ
ロ
ッ
ク
内
で
の
物
流
を
行
う

セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
」の
新
た
な

機
能
を
活
用
し
、
仕
入
れ
事
務

の
本
店
集
約
の
ほ
か
、
組
合
員

JA
 Z

ennoh W
eekly

J
A
ズ
ー
ム
イ
ン

肥料、農薬の発注情報を入力

受発注センターシステムフロー図

営農生活
センター

システム発注入力

システム
発注入力

営農生活
センター
（転送）

発注書
（転送依頼）

・発注
・転送依頼

JA本店
（発注担当
部署）

FAX

商系業者
資材・
副資材等
発注書

FAX

全農
データ連動外
品目

全農宛て
発注書

FAX

全農・
兵庫県本部
肥料農薬

全農宛て
発注書
データ
連動

データ連動（ペーパーレス）

・発注
・転送依頼

発 

注

ＪＡたじま
（兵庫県）

概要 令和2年3月31日現在

正組合員数� 2万2756人
准組合員数� 2万5302人
職員数� 776人
販売品取扱高� 63億8千万円
購買品取扱高� 28億1千万円
貯金残高� 3583億8千万円
長期共済保有高� 1兆1065億9千万円
主な農畜産物　　　　　　米、但馬牛、
　たじまピーマン、朝倉さんしょ、岩津ねぎ
　など

購
買
業
務
効
率
化
に
向
け
て

受
発
注
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
導
入

岡山県
兵庫県

香川県

大
阪
府

和歌山県

鳥取県

京都府
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御
社
が
和
歌
山
に
営
業
所
を
出
し

て
ま
で
発
売
し
始
め
た
と
き
の
、

き
っ
か
け
と
な
っ
た
生
産
者
の
方

の
お
話
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　実
は
私
が
和
歌
山
県
有
田
地
域
の
出

身
で
、
最
初
は
年
齢
に
関
係
な
く
営
業

を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
実
態
と
し
て

一
部
の
例
外
を
除
い
て
購
入
意
思
決
定

使
用
さ
れ
た
お
客
さ
ま
か
ら
ど
の

よ
う
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
か
。

　全
員
が
お
っ
し
ゃ
る
の
は「
運
搬
作
業

が
楽
に
な
っ
た
」と
い
う
事
で
す
ね
。
数

値
化
は
難
し
い
で
す
が
、
キ
ュ
ー
ボ
レ
ッ

ク
ス
で
は
、
運
搬
業
務
に
関
わ
る
労
力

は
約
半
分
以
下
、
運
搬
に
関
わ
る
作
業

時
間
は
2
/
3
程
度
と
言
っ
て
い
ま
す
。

を
し
て
く
れ
た
の
が
若
い
方
ば
か
り
で
し

た
。
僕
か
ら
見
て
和
歌
山
は
若
手
が
多

い
地
域
な
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
新

規
就
農
者
も
一
定
数
い
ま
す
し
、
後
継

者
の
方
も
多
い
で
す
ね
。

年
代
的
に
50
〜
60
代
の
方
も
最
近

は
興
味
を
示
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
い
う
実
感
は
あ
り
ま
す
か
。

　と
て
も
あ
り
ま
す
し
、
そ
の
た
め
に

重
要
な
ピ
ー
ス
が一つ
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
J
A
の
協
力
で
す
。
農
家
さ
ん
が

農
業
機
械
を
買
う
時
、
真
っ
先
に
考
え

る
こ
と
は
、
価
格
・
性
能
は
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
皆
さ
ん
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ん

で
す
。
今
回
、
地
元
の
J
A
さ
ん
に
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
部
分
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

御
社
の
よ
う
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

と
一
緒
に
取
り
組
む
上
で
、
J
A

に
持
っ
て
も
ら
い
た
い
マ
イ
ン
ド

な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

　J
A
さ
ん
と
の
や
り
と
り
を
含
め
て

思
っ
た
こ
と
は
、「
や
っ
て
み
る
」と
い
う

精
神
は
持
っ
て
ほ
し
い
。
J
A
さ
ん
は

組
合
員
さ
ん
に
対
し
て
安
心
安
全
に
利

用
で
き
る
農
業
機
械
を
求
め
ま
す
し
、

そ
れ
は
当
然
な
の
で
す
が
、
多
少
未
完

成
で
も
一
緒
に
な
っ
て
育
て
て
ほ
し
い
。

御
社
の
F
a
c
e
b
o
o
k
を
見

る
と
、
利
用
者
が
イ
ー
キ
ャ
ッ
ト

キ
ッ
ト
を
自
分
好
み
に
改
良
し
た
こ

と
を
報
告
し
て
い
て
、
参
加
型
の

プ
ロ
ダ
ク
ト
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

の
が
素
晴
ら
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

　そ
れ
は
う
ち
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
全
部
の

特
徴
で
す
。
そ
こ
を
取
り
上
げ
て
く
れ

る
の
は
開
発
者
と
し
て
は
す
ご
く
う
れ

し
い
で
す
。
購
入
者
・
利
用
者
の
皆
さ

ん
は
、
僕
た
ち
か
ら
す
る
と
開
発
仲
間

で
す
。
ユ
ー
ザ
ー
が
自
分
の
使
用
環
境

に
あ
わ
せ
て
工
夫
し
た
と
こ
ろ
が
出
て

き
て
、
そ
れ
を
一
緒
に
共
有
し
て
も
ら

う
。
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
僕
た
ち
が
学
び

取
っ
て
基
幹
と
な
る
製
品
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は

S
N
S
を
使
い
な
が
ら
も
の
づ
く
り
を

す
る
の
が
当
た
り
前
の
世
代
で
す
。

今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　「不
整
地
で
使
え
る
ガ
チ
な
レ
ゴ
」と

し
て
柑
橘
の
分
野
だ
け
で
な
く
、
農
林

業
、
畜
産
業
な
ど
の
分
野
に「
イ
ー

キ
ャ
ッ
ト
キ
ッ
ト
」を
普
及
し
て
い
き
た

い
で
す
。
今
回
は
猫
車
で
し
た
が
こ
の
シ

ス
テ
ム
は
不
整
地
で
活
躍
す
る
車
輪
関

連
全
般
に
実
装
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

足
場
の
悪
い
環
境
の
農
場
や
雪
国
の
方

た
ち
向
け
に
製
品
は
こ
れ
か
ら
も
っ
と

も
っ
と
進
化
す
る
予
定
で
す
。

手
押
し
車
を
電
動
化
す
る「
E
│

Ca
t 

k
i
t
」を
製
造
開
発

寺
嶋
瑞
仁
代
表

株
式
会
社
C
u
bo
Rex

A g Ve n t u r e  L a b発

I n t e r v i e w

　
株
式
会
社
C
u
b
o
R
e
x（
キ
ュ
ー
ボ
レ
ッ
ク
ス
）は
、
既
存
の
猫
車（
手
押
し
車
）を
電
動
化
す
る
キ
ッ
ト「
E
│

C
a
t 

k
i
t（
イ
ー

キ
ャ
ッ
ト
キ
ッ
ト
）」を
2
0
2
0
年
10
月
か
ら
J
A
あ
り
だ
を
介
し
て
、
主
に
和
歌
山
県
内
で
販
売
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
２
月
時
点
で
販

売
台
数
を
和
歌
山
県
内
で
1
0
0
台
を
達
成
し
ま
し
た
。
3
月
以
降
は
全
国
か
ら
の
注
文
に
も
対
応
可
能
で
す
。
　
　   【
広
報
・
調
査
部
】

「E-Cat kit」を装着した一輪車

寺嶋瑞仁代表（左）と嘉数正人取締役

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

か
ん
き
つ

株式会社CuboRex　雪国や
農地などの悪路環境で使用可
能な乗り物や運搬器具を製造
開発。主な製品はクローラ動力
ユニット「CuGo」、手押し一輪車
の電動化キット「E-Cat kit」など。

株式会社
CuboRexの
ホームページは
こちら
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ＪＡ筑紫
（福岡県）

概要 令和2年3月31日現在

正組合員数� 3274人
准組合員数� 1万7823人
職員数� 477人
販売品取扱高� 19億6千万円
購買品取扱高� 11億円
貯金残高� 3598億3千万円
長期共済保有高� 6536億4千万円
主な農畜産物　　　　米、麦、肥育牛、
　軟弱野菜、ブロッコリー、アスパラガス

直
売
所
を
通
じ
て
農
業
振
興

少
量
多
品
目
の
栽
培
が
定
着

が
直
売
所
の
出
荷
者
と
な
り
ま

し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
は
、
農
産
物
直
売
所

「
ゆ
め
畑
」を
平
成
14
年
度
の
那

珂
川
店
を
皮
切
り
に
行
政
区
ご

と
に
5
店
舗
展
開
し
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
、
管
内
で
生
産
し
た

農
畜
産
物
の
地
産
地
消
の
拠
点

と
し
て
、
多
く
の
消
費
者
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。令
和
元
年
度

に
は
年
間
来
客
数
１
０
０
万
人

を
突
破
し
、
16
年
間
の
累
計
来

客
数
も
１
０
０
０
万
人
に
到
達

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。各
店

舗
が
小
型
の
直
売
所
で
、
新
鮮

野
菜
を
日
々
出
荷
い
た
だ
く
こ

と
が
家
庭
の
冷
蔵
庫
的
な
役
割

を
果
た
し
て
お
り
、
リ
ピ
ー
ト

さ
れ
る
お
客
さ
ま
の
増
加
に
つ

都
市
化
し
た
地
域
が
大
半
を
占

め
ま
す
。ま
た
、管
内
は
5
つ
の

行
政
区
を
エ
リ
ア
と

し
て
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
農
業
は
水
稲
が
中

心
で
、
近
年
高
齢
化

な
ど
に
よ
り
農
業
者

は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
環
境
下
で
や
り
が

い
の
あ
る
農
業
と
し

て
、
以
前
か
ら
進
め

て
き
た
の
が
直
売
所

を
通
じ
た
農
業
振
興

で
す
。
組
合
員
の
限

ら
れ
た
農
地
に
少
量

多
品
目
の
栽
培
を
推

進
し
ま
し
た
。
結
果

と
し
て
、
そ
の
栽
培

ス
タ
イ
ル
が
定
着

し
、
多
く
の
組
合
員

出
来
る
」、「
Ｊ
Ａ
で
し
か
出
来

な
い
」農
業
振
興
を
継
続
し
、地

域
の
食
と
農
を
守
っ
て
い
き
ま

す
。そ
し
て
、生
産
者
と
消
費
者

の
懸
け
橋
と
し
て
、
安
全
・
安

心
で
安
定
的
に
農
畜
産
物
を
食

卓
へ
お
届
け
す
る
使
命
を
こ
れ

か
ら
も
担
っ
て
い
き
ま
す
。

５
店
舗
の
累
計
来
客
者
が

1
0
0
0
万
人
を
突
破

大分県

福岡県

佐賀県

熊本県

　

Ｊ
Ａ
筑
紫
は
、
福
岡
市
と
隣

接
し
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
消
費
動
向

も
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

お
客
さ
ま
の
食
に
対
す
る
期
待

に
応
え
る
べ
く
、「
Ｊ
Ａ
だ
か
ら

農畜産物の地産地消の拠点「ゆめ畑」

店
内
に
は
組
合
員
が
生
産
し
た
新
鮮
野
菜
が
並
び
、お
客
さ
ま
の
冷
蔵
庫
的
役
割
も
担
う

安
全・安
心
、安
定
的
に

農
畜
産
物
を
食
卓
へ
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『ＪＡ全農トピックス』の
ツイッターはこちらから

発行／全国農業協同組合連合会　2021年（令和3年）3月8日発行（毎週月曜日発行）
第3350号　編集・発行人／広報・調査部　新妻成一　
〒100̶6832 東京都千代田区大手町1丁目3番１号ＪＡビル  ＴＥＬ03（6271）8055

グッドぐんまのびっくり市場

　「ブリックスナイン」は、通常のトマトの糖度 5～6度を大
きく超える「高糖度トマト」の老舗ブランドです。ブリックスナ
インの「ブリックス」は糖度、「ナイン」は「糖度9度以上」を指
します。
　群馬県では、遮根透水シートを利用した高糖度トマト栽
培法を開発し、品質を維持しています。
　ブリックスナインはしっかりとした果肉で濃厚な味わいの
ため、そのまま食べるのがおススメです。カプレーゼなど
チーズとの相性も抜群。フルーツのような高糖度トマト
「ブリックスナイン」をぜひご賞味ください。

JA全農のインターネットショッピングモール

JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週木曜日15：50～16：00（放送時間はFM局で異なります）
国産農畜産物の魅力や美味しさをお届けします！

　新型コロナウイルス感染拡大の影響で花き消費の低迷が続い
ていることから、東北の花き生産者への支援の輪を広げようと、
「東北六花」のクラウドファンディング企画をスタートしました。全農
ECソリューションズ㈱が開設した「食と農のクラウドファンディング 
ＡＧＲＩＳＳＩＶＥ！」で実施中です。

【東北営農資材事業所・東北６県本部】

　支援いただいた方へのリターン品には、東北６県の花の詰め合わ
せ「東北六花ＢＯＸ」に次回利用時の割引クーポンが付いてくるお
試しプランの他、離れて住む家族や友人らに「東北六花ＢＯＸ」を贈
れるプラン、花を飾る習慣を応援する「東北六花ＢＯＸ」に花瓶や花
ばさみがセットになったプランも用意しています。
　2月12日現在の支援者は50人を超え、支援
金額も17万円超となりました。残り1カ月弱、目
標金額の50万円達成に皆さまのご支援をお
願いします。

支援は
こちらから

詳しい内容は
Web版をご覧ください

コロナ禍の影響を受ける東北の花き生産者を支援

「
東
北
六
花
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」に

花
瓶
や
花
ば
さ
み
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
た
プ
ラ
ン
も

「東北六花」クラウドファンディング実施中

ぐんまの誇るフルーツのような
「高糖度トマト“ブリックスナイン”」 
ＡＭサイズ（15～16玉）…3280円（税込み）

2021年3月13日（土） 14:00～16:15

オンライン（zoomウェビナー）

無料

JA全農代表理事理事長による基調講演、石破茂
衆議院議員他によるパネルディスカッション　他

未来ある村日本農泊連合

全国農業協同組合連合会

日時

会場

参加費

内容

主催

協力
事前申し込みは
こちらから

農泊&バカンス法オンライン
シンポジウム開催のご案内

【くらし支援事業部】

あなたの野菜バズレシピコンテスト開催
（千葉県本部）

全国Ａコープ協同機構が
恵方巻シーズンの食品ロスで対策
（くらし支援事業部）

消費者向け仙台牛・仙台黒毛和牛
レシピブック制作（宮城県本部）

令和２年度 各事業の主な取り組み④
畜産販売事業／畜産生産事業／酪農事業

ＪＡズームイン（兵庫：ＪＡたじま）

ＪＡズームイン（福岡：ＪＡ筑紫）

コロナ禍の東北花き生産者支援 の
「東北六花」クラウドファンディング実施中
（東北営農資材事業所・東北６県本部）

農泊＆バカンス法オンラインシンポ
開催へ（くらし支援事業部）

ＪＡタウンショップ紹介
　グッドぐんまのびっくり市場

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/
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東北ブロック労働力支援協議会設立2
面

（東北営農資材事業所）

3

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プイ
ン
タ
ビ
ュ
ー

株
式
会
社
Ｃｕ
ｂｏ
Ｒｅｘ 

寺
嶋
瑞
仁
代
表（
広
報
・
調
査
部
）

6面

オンラインで開かれた東北ブロック労働力支援協議会設立総会。総会後に意見交換会も
行った（2面）

手押し車を電動化する「E-Cat kit（イーキャットキット）」（6面）

コロナ禍の東北花き生産者支援の「東北六花」クラウド
ファンディングで、花を飾る習慣を提案する「東北六花
BOX」と花瓶、花ばさみのセット（8面）

5

4

8


